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バドミントン連盟の世界ランキングシステムに関する研究

蘭　　　和　真

Ⅰ．はじめに

　各国のバドミントン連盟を統括する目的で、1934 年

に International Badminton Federation （略称 IBF、日

本語訳：国際バドミントン連盟 ) が設立された。IBF は、

2006 年、発展的に Badminton World Federation（略

称 BWF、日本語訳：世界バドミントン連盟）に名称変

更されたが、国際大会の運営や、ルール改正、世界ラン

キングの発表などに関わり、世界のバドミントン界を

リードしている。

　BWF の仕事の中で、世界ランキングの発表は重要な

柱となっている。すなわち、このランキングによってオ

リンピックや世界選手権の出場権が決められるのをはじ

め、BWF が管轄する大会の組み合わせもすべてこのラ

ンキングをもとに作成されるからである。そのため、オ

リンピックや世界選手権に出場するためにランキングを

あげていくことが必要なのはもちろんのこと、ランキン

グをあげるためのポイントを獲得するためにも、より高

い位置をキープすることが必要となる。すなわち、ラン

キングによって組み合わせが決まってくるので、ランキ

ングが下位の状態では、すぐに強豪選手当たってしまい、

ポイントを稼ぐことが出来なくなってしまうからである。

すなわち、より高いランキングを得れば、ポイントが稼

ぎやすく、ランキングが低ければ、なかなか上がってい

くことが難しくなるということである。したがって、世

界で戦っていこうとする場合には、このランキングシス

テムについて熟知しておく必要があると思われる。

　BWF のランキングシステムについては、BWF が発

行しているハンドブックにおいて、パートⅢセクショ

ン１Ｂ付録６に規定されているが、英文で示されてい

る。しかしながら、日本語に翻訳されたものはなく、日

本において、このシステムについて、その概要について、

示されたものはない。したがって、この世界ランキング

の仕組みがどのようになっているかについて、広く知ら

れているわけではないと思われる。そこで、本研究で

は、この世界ランキングの概要を明らかにすることを第

1 の目的とした。さらに、現システムのもとで、それが

どのように運用されているかを、男子シングルスを例に

取り上げ概観した。

Ⅱ．世界ランキングシステムの概要

　ここでは、BWF が発行しているハンドブックにおい

て、パートⅢセクション１Ｂ付録６で示されている世界

ランキングシステムについて、その概要をまとめること

とする。ちなみに、ハンドブックでは、世界ランキング、

世界ジュニアランキング、世界チームランキングの３つ

について触れられているが、ここでは、その中の世界ラ

ンキングについてのみ取り扱うこととする。

１．定義

　世界ランキングは、選手／ペアの強さを示すリストで、

５つの種目毎にリストがつくられる。選手／ペアのラン

ク付けは以下のようになされる。

　選手／ペアは、格付けされたトーナメントでプレーす

ることによってランキングポイントを獲得し、過去 52

週において、２つ以上のトーナメントでプレーした場合、

ランクインされる。トーナメントでは、プレーすること

および試合に勝つことによってランキングポイントを獲

得する。より高いレベルのトーナメントでは、より多く

のポイントを獲得することができる。また、より勝ち上

がると、より多くのポイントを獲得することができる。

各トーナメントのシードは世界ランキングをもとに決め

られる。また、オリンピックと世界選手権では、世界ラ

ンキングをもとに出場権が決められる。

２．ランキングに関わるトーナメント

　世界ランキングは、過去 52 週間にわたって開催され

た BWF 承認のトーナメントの結果をもとに作成される。

トーナメントは一定の基準の下で格付けされ、そのグ

レードの詳細については国際トーナメントカレンダーに

示される。

３．世界ランキングリスト

　ランキングは毎週火曜日に公表される。そして、すべ

てのランキングリストは BWF のウェブサイトで見るこ

とができる。

４．ポイントシステム

　選手／ペアは各トーナメントでどれだけ上に上がって

行けたかによってポイントを得る。　もし、選手／ペア

が１回戦対戦なしの後、２回戦で負けた場合は１回戦敗

者と同様のポイントとなる。また、１回戦対戦なしの後、
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２回戦で勝ち、３回戦で負けた場合は３回戦敗者と同様

のポイントとなる。１回戦対戦相手棄権の後、２回戦で

負けた場合は２回戦敗者と同様のポイントとなる。１回

戦対戦なしの後、２回戦対戦相手棄権の後、３回戦で負

けた場合は３回戦敗者と同様のポイントとなる。レベル

３（グランプリゴールド、グランプル）とレベル４（イ

ンターナショナルチャレンジ、インターナショナルシ

リーズ、フューチャーシリーズ）のトーナメントでは、

主催者推薦出場選手と１回戦敗退者はポイントを得るこ

とは出来ない。予選リーグがあるトーナメントでは、予

選リーグ終了時の順位でポイントを得る。決勝トーナメ

ントに進んだものはその結果でポイントを得る。例え

ば、１グループあたり４選手／ペアの８グループ対戦し

た場合、予選グループ４位の順位はエントリー数６４で

行った場合の１回戦負けのポイントとなる。同じく、予

選リーグ１位の順位は決勝トーナメントの結果によって、

１，２，３／４，５／８のポイントを得る。予選リーグ２

位の順位は、９／ 16 のポイントを得る。３位のグルー

プは 17 ／ 32 のポイントを得る。予選リーグ４位のグ

ループは 33 ／ 64 のポイントを得る。

５．ランキング

　過去 52 週間で、世界ランキングトーナメントへの出

場が 10 以下の場合は、各トーナメントで獲得したポイ

ントを合計することによってランキングを算出する。ま

た、過去 52 週間で、11 以上の世界ランキングトーナ

メントに出場した場合は、各トーナメントで獲得したポ

イントの中で高い方から 10 のポイントを合計すること

によってランキングを算出する。

６．ポイントリスト

　選手／ペアはポイントによってランクづけられる。

もっとも高いポイントが算出された選手／ペアはナン

バーワンに位置づけられ、以下はそれに続く。もし、２

以上の選手／ペアが同じポイントであった場合、より多

くのトーナメントに出場した者がより高いランクとなる。

もし、ポイントも出場したトーナメント数も同数であっ

た場合は、同じランクとなる。したがって、５人のプレー

ヤーが１から５までランクづけられ、その後、３人のプ

レーヤーのポイントと出場数が同数で並んだら、ランク

づけは、１，２，３，４，５，６，６，６，９，10、となる。

　表 1 に BWF が定める各トーナメントで得られるポイ

ントが示されている。

　また、その他のイベントの格付けについては以下の通

りである。

　・世界選手権とオリンピックは BWF トーナメントと

位置づけられる。

　・アジア選手権はグランプリゴールドに格づける。

　・ヨーロッパ選手権はグランプリゴールドに格づける。

　・オセアニア選手権はグランプリに格づける。

　・パンアメリカン選手権はグランプリに格づける。

　・アフリカ選手権はインターナショナルシリーズに格

づける。

　大陸連盟から要求があった場合、大陸スポーツ大会個

人戦において得られたポイントは、大陸個人選手権の代

わりに世界ランキングに含めることが出来る。団体戦に

出場した場合のポイントは次の通りである。

　世界ランキングのポイントとなる団体戦は次の大会で

ある。

　・大陸選手権団体戦

　・スディルマンカップ

　・トマスカップ＆ユーバーカップの大陸予選

　・トマスカップ＆ユーバーカップの決勝ステージ

　大陸連盟から要求があった場合、大陸スポーツ大会団

体戦において得られたポイントは、大陸選手権団体戦の

代わりに世界ランキングに含めることが出来る。選手／

ペアは 52 週間に上記団体戦で得たポイントの中で最も

高いものを１つだけ加えることができる。もし、選手／

ペアが試合に勝ったら、自分のアベレージポイント（ア

ベレージポイントの算出方法は以下を参照）プラス、そ

の対戦相手のランキングポイントの 100 分の１を加算

していく。もし、選手／ペアが試合に負けたら、自分の

アベレージポイント（アベレージの算出方法は以下を参

照）を得る。もし、選手／ペアが試合に勝ったけれど世

界ランキングを持っていない場合は、１ポイント得た上

で、その対戦相手の合計ランキングポイントの 100 分

の１を加算していく。もし、選手／ペアが試合に負けた

けれど世界ランキングを持っていない場合は、ポイント

を得ることは出来ない。もし、選手／ペアが試合に勝っ

たけれど、自分も対戦相手も世界ランキングを持ってい

ない場合は、２ポイント得る。

　・アベレージポイントの算出方法

　もし、選手／ペアが過去 52 週間に 10 のトーナメン

トに出場していない場合は、現在のポイント数を出場し

たトーナメント数で割って算出する。もし、選手／ペア

が過去５２週間に 10 以上のトーナメントに出場してい

る場合は　現在のポイントを 10 で割って算出する。

７．世界ランキングに関わるトーナメントの基準

　次の基準を満たす 52 週間以内に終わったトーナメン

トは世界ランキングに含まれる。

　・同一のトーナメントについては直近の結果

　・BWF 世界選手権については１つの結果だけ
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　・各大陸の大陸選手権については１つの結果だけ

　・１つの国で行われるトーナメントは最高３大会まで

（別途詳しい取り決めあり）

８．エントリー

　本戦には男子シングルス、女子シングルス、男子ダブ

ルス、女子ダブルス、混合ダブルスを含まなければなら

ない。しかしながら、BWF はこの要求を満たさないトー

ナメントを受け入れる余地を残しておく。また、それぞ

れの種目の本戦の組み合わせにおいては申込数が少なく

とも以下でなければならない。

　男子シングルス　８選手

　女子シングルス　８選手

　男子ダブルス　　８組

　女子ダブルス　　８組

　混合ダブルス　　８組

　もし、１つの種目において、申込数が最低数に達しな

い場合、その種目のポイントは世界ランキングに含める

ことは出来ない。例えば、もし、女子シングルスにおい

て６人の申し込みしかなかった場合に、他の種目、男子

シングルス、男子ダブルス、女子ダブルス、混合ダブル

スには 10 の申し込みがあった場合は、その他の種目の

結果はランキングポイントに含めるが、女子シングルス

は含めない。もしもこのようなことが起こった場合には、

イベント委員会は、そのトーナメントを次年度の世界ラ

ンキングの対象から外す余地を残しておく。

９．組織

　予選と本戦への選手の振り分けは、BWF の競技規則

に従うこととする。シードについても BWF の競技規則

に従うこととする。組み合わせにおける空席は、附則 8

（パートⅢセクション１B）に明記しているタイムライ

ンごとに、直近の世界ランキングにしたがい埋めていく

こととする。組み合わせは BWF 競技規則にしたがって

作成される。組み合わせは、附則 8（パートⅢセクショ

ン１B）に明記しているタイムラインごとに作成される。

スーパーシリーズとワールドグランプリトーナメントの

レフリーは BWF によって任命される。レベル４トーナ

メントでは、大陸連盟が組み合わせの責任を負う。

１０．結果

　組み合わせは、作成され次第、ファイルを添付し電子

メールで BWF に送ること。試合結果は、毎日、選手の

フルネーム、所属連盟、BWF ナンバーを提示の上、電

子メールにファイルを添付して、BWF まで送ること。

最終結果は、大会が終了してから 24 時間以内に、ファ

イルを添付し電子メールで BWF に送ること。もし、不

測の事態が起こった場合は、最新の組み合わせを、決め

られた時間までにファックスで送ること。これらが受け

付けられなかった場合は世界ランキングから除外される

こととなる。

Ⅲ．2011 年９月２日付男子シングルス世界ランキ

ングの状況

　ここでは、世界バドミントン連盟のランキングシステ

ム下において、具体的に、どのようなランキング状況に

なっているのかを、男子シングルスを例に挙げて概観し

てみる。

　2011 年９月２日付 40 位までのランキングを表２に

示した。表には、40 位までの選手名、獲得ポイント、

所属大陸および所属国名が示されている。

　ランキング１位はマレーシアの LEE Chong Wei で獲

得ポイントは 98997.3、出場トーナメント数１１であっ

た。また、２位は中国の LIN Dan で獲得ポイントは

84066.1、出場数は１３であった。さらに３位はデンマー

表 1　トーナメントの格付けと獲得ポイント一覧
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クの Peter Hoeg GADE で獲得ポイントは 73862.55、

出場数は 10、４位は 中国の CHEN Long で獲得ポイン

トは 69880 ポイント、出場数は 13、５位はインドネシ

アの Taufik HIDAYAT で獲得ポイントは 67040、出

場数は 15 であった。

　ランキング入りしている選手の所属大陸および所属国

に注目してみると、上位 40 位では、アジアが 29 名、ヨー

ロッパが 10 名、パンアメリカが１名、アフリカおよび

オセアニアは０名という状況で、アジアの絶対有利がこ

こにも現れている、と同時にバドミントンの普及が世界

的に見るとアジアおよびヨーロッパ以外では遅れている

ことが読み取れる。

また、国別で見ると、上位 40 位では、中国が６名、イ

ンドネシアが５名、デンマークが４名、日本が４名、韓

国が３名、香港が３名、タイが２名、インドが２名、マ

レーシアが１名、ベトナムが１名、ドイツが１名、スペ

インが１名、ガテマラが１名、ポーランドが１名、フラ

ンスが１名、イングランドが１名、台湾が１名、シンガ

ポールが１名、リトアニアが１名であった。他方、上位

10 位までで見ると、中国が４名も入っており、中国の

優位性が見て取れる。

　次に、上位選手の獲得ポイントに注目すると、１位の

表 2　2011 年 9 月 2 日付男子シングルス世界ランキング
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LEE Chong Wei のポイント 98997.3 は、驚異的である。

２位の LIN Dan と比較しても、14931.2 ポイントの差

をつけている。世界ランキングに関わるポイントは、過

去 52 週に出場したトーナメントで獲得したポイントの

うち、上位 10 トーナメントの値を合計したものである。

したがって、１トーナメントあたりの獲得ポイントは平

均約 9900 ポイントということとなる。

BWF のトーナメントの格付けでは、最高のランクが

BWF トーナメントで、これに相当するのは世界選手権

とオリンピックだけである。このトーナメントで優勝す

ると 12000 ポイントを得ることが出来る。２位の場合

は 10200 ポイントである。次のランクは BWF スパー

シリーズファイナルとスーパーシリーズプレミアで、こ

れらのトーナメントで優勝すると 11000 ポイント、２

位で 9350 ポイント獲得できる。スーパーシリーズは 1

年に 1 回の開催、スーパーシリーズプレミアは 1 年に 5

回しか開催されないが、LEE Chong Wei の場合は、こ

のランクの試合でも、２位のポイントは 9350 であるの

で、平均ポイントを下回ることになる。ということは、

優勝しないと獲得ポイントの増加には結びつきにくいこ

とになる、ということである。さらにその下のトーナメ

ントになると、スーパーシリーズの場合は優勝ポイント

9200、年間試合トーナメント数７、グランプリゴール

ドの場合は、優勝ポイント 7000、年間トーナメント数

12 なので、これらの大会では、優勝したとしても、自

分の平均獲得ポイントよりも下回るポイントしか獲得で

きないという、極めて、恐るべき現状となっている。た

だし、このような選手を擁するマレーシアではあるが、

世界ランキング 40 位の中には、このランキング１位の

LEE Chong Wei しか入っていない。マレーシアの選手

強化策に関連して、非常に興味深いことである。

Ⅳ．男子シングルス世界ランキングの変動

　ここでは、男子シングルス世界ランキング 40 位まで

の変動について 2011 年９月２日付け現状を基準に、過

去１年間の月別変動（２０１０年９月第１週～２０１１

年９月第１週）、および、過去２年間の年別変動（2009

年９月第１週～ 2011 年９月第１週）について概観する

（表３参照）。

　上記Ⅲでも触れたとおり、現状１位はマレーシアの

LEE Chong Wei であるが、過去１年間１位の座を守り

続けている。さらに、２年前のランキングも１位である。

LEE Chong Wei のことが絶対的世界王者と呼ばれるこ

とがあるが、この世界ランキングの現状を見るならば、

そう呼ばれてもおかしくないところである。ただし、こ

の LEE Chong Wei であるが、不思議なことに、世界選

手権、オリンピック、アジア選手権では優勝経験がない。

世界選手権、オリンピックを真の世界チャンピオンを決

める大会と位置づける場合があるが、その見方からする

と、世界ランキング１位が必ずしも世界１位の実力者と

は限らないかもしれない。すなわち、世界ランキングで

１位になろうとすると、１年間を通して、よりグレード

の高いトーナメントで結果を残していかなければならな

い。精神的にも肉体的にも高いコンディションを維持し、

多くの試合をこなさなければならない。一方、世界選手

権やオリンピックは、ある意味、一発勝負である。世界

ランキングが低くても、そのとき最大の力を発揮し、結

果を残せば１位になることができる。世界ランキング、

世界選手権、そして、４年に１度だけ開催されるオリン

ピックの勝者、いずれもが世界１の称号を得るにふさわ

しいものと考えられるが、世界ランキング１位について

は、上述したように、年間を通じて活躍しなければなら

ない。そして、それらの大会は世界各地で開催され、多

くの人々の目に触れることになる。ということは、バド

ミントンの普及活動に多く貢献することになり、その存

在意義は非常に高くなるといわざるを得ない。

　他方、１年間で順位を上げた選手に目を向けると、現

状でトップ 10 に入っている選手では、中国の DU 

Pengyu が 35 位から８位にまでランクを上げている。

また、日本の Sho SASAKI が 33 位から９位にランク

を上げている。また、トップ 10 以外で注目されるとこ

ろは、韓国の LEE Hyun Il が 158 位から 13 位に、中

国の WANG Zhengming が 149 位から 16 位にインド

ネシアの Tommy SUGIARTO が 137 位から 22 位に

ランクを上げており、力さえあれば、１年間でランキン

グを 100 位以上あげることが困難ではないことを示し

た。と同時に、これらの選手が、今後、さらにランキン

グをあげることが期待された。それに対して、ランキン

グ７位までの選手は４位の CHEN Long が２８位から

４位までランクを上げた以外、２年間ほとんどランキン

グの変動がないことが注目された。

Ⅴ．男子シングルスの各ランキングにおけるポイ

ント数

　ここでは、過去１年間、毎月第１週に発表された男子

世界ランキング１位～ 40 位の選手がどれくらいのポイ

ントを獲得したかについて概観する（表４参照）。

　ランキング１位はマレーシアの LEE Chong Wei が

維持しているのであるが、2010 年９月のポイントが

81866.9 であるのに対して 2011 年９月のポイントは
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98997.3 なので、1 年間に 17130.4 ポイントも増加さ

せていることになる。また、1 位と 2 位の差を比較す

ると 2010 年９月の差が 11691.8 であったのに対し

て、2011 年９月の差は 14931.2 であるので、その差は

3239.4 ポイントも増加している。これらのことからも

ランキング 1 位の選手の年間を通じての安定感がうか

がい知れる。

　次に、各ランキングに必要なポイントを、おおよそ、

平均値で見てみると、トップ５に入るためには、60000

ポイント程度が必要になるようである。このポイントを

獲得するためには、スーパーシリーズプレミアムでベス

ト８以上、スーパーシリーズでベスト 4 以上、グラン

プリゴールドで準優勝以上を続けることが必要になると

考えられる。トップ 10 では、50000 ポイント程度が必

要になるようである。したがって、スーパーシリーズで

ベスト８以上、グランプリゴールドでベスト４以上の成

績が目安となってこよう。ここで、注目されるのがラン

キング 16 位のポイントである。というのは、この 16

位というランキングがオリンピックの出場権に大きく関

わってくるからである。すなわち、オリンピックの出場

権は世界ランキングで決められるのであるが、１カ国あ

たりの出場者数が世界ランキングで決められている。男

子シングルスの場合は、選考人数は 38 名で、１カ国あ

たりの出場者数は世界ランキング４位までに３名が入れ

ば、３名の出場が認められる。また、16 位までに２名

が入れば、２名の出場が認められる。ここで現状に鑑み、

日本選手のオリンピックの出場権に言及してみたい。

　2011 年９月２日現在、世界ランキング 40 位以内

にランクインされている日本選手は４名いる。Sho 

SASAKI、Kenichi TAGO、Kazushi YAMADA、

Takuma UEDA の４名である。それぞれのランキン

グおよび獲得ポイントは９位 54466 ポイント、20 位

40340 ポイント、28 位 34170 ポイント、38 位 29270

ポイントである。したがって、日本選手が３名オリンピッ

クに出ることはほとんど不可能である。そこで、次に期

待できる数字は２人ということになるが、そのためには、

２人が 16 位以内に入らなければならない。オリンピッ

ク出場という話になれば、まずは日本人同士の争いとい

うことになるが、日本人でトップになれば出場はほぼ間

違いがなかろう。次に、日本人で２番手になった場合で

あるが、そのときは、ランキング 16 位以内に入らなけ

ればならない。そこで、16 位のポイントが非常に重要

となってくるが、現状では、45000 ポイント程度がボー

ダーラインというところであろうか。

現状で日本選手の２番手、３番手選手のポイントを見て

みると、それぞれ 40340 ポイント、34170 ポイントで

表 3　2011 年 9 月第 1 週現在　男子シングルス世界ランキング上位 40 位の過去 2 年間のランキング推移
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ある。これに関して、獲得ポイントは出場するトーナメ

ントとその結果によって決まってくるので、トーナメン

トの種類と獲得出来るポイントに着目してみると、獲得

ポイントをオリンピック出場圏内に伸ばしていくために

は、スーパーシリーズでベスト８以上、グランプリゴー

ルドでベスト４以上、グランプリでの優勝を続けていく

ことが必要となる。こう見た場合、格が高いトーナメン

トには、常時、強豪選手が出場するので、ベスト８に入

るのは非常に難しくなる。特に、ランキングが低い選手

はシード権を持つランキング上位の選手と比較的低いラ

ウンドで当たりやすいため、ポイントを獲得しにくくな

る。したがって、有力選手があまり出場しない、格下の

グランプリゴールドやさらに格下のグランプリに多く出

場し、ポイントを獲得した方が得策と考えられるが、ナ

ショナルチームの予定では、ランクが低い大会への派遣

は予定されていないので、オリンピックを目指すのであ

れば、格下の大会への積極的な自費参加が必要となろう。
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